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唐
の
四
大
家
考

藤　

森　

大　

雅

は
じ
め
に

欧
陽
詢
（
五
五
七

－

六
四
一
）、
虞
世
南
（
五
五
八

－

六
三
八
）、

褚
遂
良
（
五
九
六

－

六
五
八
）
は
中
国
の
唐
代
を
代
表
す
る
書
人
で

あ
り
、
ぞ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
発
揮
し
た
楷
書
の
表
現
様
式
を
確
立
し

た
。
後
世
に
与
え
た
影
響
は
非
常
に
大
き
く
、
書
を
学
ぶ
上
で
欠
か

せ
な
い
存
在
で
あ
る
。
日
本
で
は
古
来
よ
り
彼
ら
を
「
初
唐
の
三
大

家
」
や
、
盛
唐
の
顔
真

（
七
〇
九

－

七
八
五
）
を
加
え
て
「
唐
の

四
大
家
」
と
総
称
し
、
彼
ら
の
残
し
た
名
蹟
は
書
の
古
典
と
し
て
現

在
も
親
し
ま
れ
て
い
る
。

書
人
を
あ
る
枠
組
み
か
ら
並
称
ま
た
は
総
称
す
る
例
は
そ
の
他
に

も
多
数
存
在
す
る
。
例
え
ば
「
四
賢
」「
二
王
」「
宋
の
三
（
四
）
大

家
」
の
他
、
日
本
に
も
「
三
筆
」「
三
跡
」
な
ど
の
呼
称
が
確
認
で

き
る
。
ち
な
み
に
「
四
賢
」
は
南
朝
梁
の
袁
昂
『
古
今
書
評
（
（
（

』
に

「
張
芝
驚
奇
、
鍾
繇
特
絶
、
逸
少
鼎
能
、
献
之
冠
世
、
四
賢
共
類
、

洪
芳
不
滅
。」（
張
芝
は
驚
奇
、
鍾
繇
は
特
絶
、
逸
少
は
鼎
能
、
献
之

は
世
に
冠
た
り
。
四
賢
類
を
共
に
し
、
洪
芳
滅
ぜ
ず
。）
と
あ
り
、

「
二
王
」
は
南
朝
宋
、
虞
龢
『
論
書
表
（
（
（

』
に
「
厥
後
群
能
間
出
、
洎

乎
漢
魏
、
鍾
張
擅
美
、
晋
末
二
王
称
英
。」（
厥
の
後
群
能
間
出
し
、

漢
魏
に
洎
ん
で
、
鍾
、
張
美
を
擅
に
し
、
晋
末
二
王
英
と
称
す
。）

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
一
定
の
評
価
が
認
め
ら
れ
た
書
人
が
、
特
定
の

時
代
や
書
の
系
譜
と
い
っ
た
共
通
す
る
条
件
に
よ
っ
て
並
称
、
総
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
後
世
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
初
唐
の
三
大
家
」
や
「
唐
の
四
大
家
」
も
同
様
で
あ
る
が
、
い
つ
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
は
定
か
で
は
な
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い
。
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
は
中
国
書
道
史
に
お
け
る
「
唐
の
四
大

家
」
の
存
在
意
義
や
歴
史
的
な
評
価
の
変
遷
を
再
認
識
す
る
こ
と
に

な
る
と
思
わ
れ
る
。

よ
っ
て
、
本
稿
で
は
中
国
で
著
さ
れ
た
歴
代
の
書
に
ま
つ
わ
る
言

説
で
あ
る
書
論
を
中
心
に
「
唐
の
四
大
家
」
の
名
称
が
定
着
す
る
時

期
と
そ
の
過
程
を
考
察
す
る
。

第
一
節　
「
唐
の
四
大
家
」
名
称
の
始
ま
り

は
じ
め
に
、「
唐
の
四
大
家
」
の
説
明
を
『
書
法
用
語
辞
典
（
（
（

』
で

確
認
し
て
み
た
い
。

唐
朝
は
一
般
に
初
唐
・
盛
唐
・
中
唐
・
晩
唐
の
四
期
に
分
け
ら

れ
る
。
そ
の
初
唐
に
輩
出
し
た
著
名
な
書
法
家
四
人
を
指
す
。

す
な
わ
ち
、
欧
陽
詢
・
虞
世
南
・
褚
遂
良
・
薛
稷
。
彼
ら
は
二

王
（
王
羲
之
・
王
献
之
）
の
書
体
の
継
承
者
で
あ
る
。
欧
陽
詢

は
「
筆
力
険
勁
、
結
構
方
整
」、
虞
世
南
は
「
円
潤
秀
美
、
柔

中
含
剛
」、
褚
遂
良
と
薛
稷
の
字
跡
は
「
秀
麗
飛
舞
、
婀
娜
多

姿
」
と
評
さ
れ
る
が
、
四
家
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
具
え
、
多
く
世

人
の
効
仿
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ち
な
み
に
唐
の
四
大
家
と

は
、
欧
陽
詢
・
虞
世
南
・
褚
遂
良
に
中
唐
の
顔
真

を
い
う
。

項
目
に
「
唐
の
四
大
家
」
を
掲
げ
る
辞
書
の
中
で
最
も
詳
細
に
説
明

さ
れ
て
い
る
辞
典
で
あ
る
が
、「
唐
の
四
大
家
」
の
由
来
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
中
国
で
出
版
さ
れ
て
い

る
書
道
辞
典
も
ほ
ぼ
同
じ
状
況
で
あ
り
、
項
目
に
「
初
唐
四
家
」
を

立
て
る
も
の
は
僅
か
に
『
中
国
書
論
辞
典
』（
陶
明
君
編
著
、
湖
南

美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
一
冊
が
確
認
で
き
た
の
み

で
、「
唐
の
四
大
家
」
お
よ
び
「
初
唐
の
三
大
家
」
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
。
日
本
で
一
般
的
に
使
用
さ
れ
る
欧
・
虞
・
褚
に
よ
る
三
大

家
の
総
称
は
中
国
で
は
通
行
し
て
お
ら
ず
、
日
中
で
異
な
っ
て
い

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
魚
住
和
晃
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（
（

。

日
本
で
は
通
常
、
欧
陽
詢
、
虞
世
南
に
褚
遂
良
を
加
え
て
初
唐

の
三
大
家
と
い
い
、
さ
ら
に
こ
れ
に
盛
唐
の
顔
真

を
加
え
て

唐
の
四
大
家
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
日
本
人
に
よ
る

勝
手
な
割
り
切
り
か
た
で
、
そ
れ
で
は
孫
過
庭
や
張
旭
、
ま
た

懐
素
や
李
邕
は
大
家
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ち
な
み
に
欧
陽

詢
、
褚
遂
良
、
顔
真

に
は
自
書
と
し
て
信
頼
す
る
に
た
る
碑
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文
が
複
数
に
わ
た
っ
て
残
る
が
、
虞
世
南
に
お
い
て
は
「
孔
子

廟
堂
碑
」
が
た
だ
一
つ
伝
承
さ
れ
る
の
み
で
、
他
に
確
証
の
あ

る
書
跡
は
な
い
。
一
方
、
孫
過
庭
、
張
旭
、
懐
素
は
草
書
に

よ
っ
て
名
が
知
ら
れ
、
李
邕
は
碑
文
に
お
い
て
も
行
書
を
書
い

た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
い
う
大
家
と
は
、
楷
書
に
お
い

て
自
己
の
作
風
を
確
立
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。
中
国
で
は
欧
陽
詢
、
虞
世
南
を
欧
虞
二
家
と
し
て
並

べ
、
こ
れ
に
褚
遂
良
、
薛
稷
を
加
え
て
、
初
唐
の
四
大
家
と
す

る
こ
と
が
普
通
で
あ
る
。

日
本
で
は
「
初
唐
」、「
唐
」
の
時
代
設
定
と
「
三
大
家
」、「
四
大

家
」
の
人
数
が
異
な
る
表
現
が
存
在
し
、
こ
れ
が
日
本
人
に
よ
る
勝

手
な
割
り
切
り
か
た
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
中
国
で
は
薛
稷
を
加

え
た
「
初
唐
の
四
大
家
」
が
一
般
的
で
あ
る
と
日
中
の
違
い
に
ふ

れ
、
大
家
の
人
選
の
条
件
に
は
楷
書
に
お
い
て
自
身
の
作
風
を
確
立

し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

し
か
し
、
中
国
に
も
人
選
が
異
な
る
四
大
家
の
例
が
確
認
で
き

る
。『
莆
陽
居
士
蔡
公
文
集
（
（
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

唐
初
二
王
筆
迹
猶
多
、
当
時
学
者
莫
不
依
倣
。
今
所
存
者
無

幾
。
然
観
欧
虞
褚
陸
号
為
名
書
、
其
結
約
字
法
皆
出
王
家
父

子
。
学
大
令
者
多
放
縦
、
而
羲
之
投
筆
処
皆
有
神
妙
。

（
唐
初
は
二
王
の
筆
迹
猶
ほ
多
く
、
当
時
の
学
者
依
仿
せ
ざ
る

は
な
し
。
今
存
す
る
と
こ
ろ
は
幾
ば
く
も
無
し
。
然
れ
ど
も

欧
・
虞
・
褚
・
陸
の
号
し
て
名
書
と
為
す
を
観
る
に
、
其
の
結

約
の
字
法
は
皆
王
家
父
子
に
出
づ
。
大
令
を
学
ぶ
者
は
多
く
は

放
縦
に
し
て
、
羲
之
の
投
筆
の
処
は
皆
神
妙
有
り
。）

欧
・
虞
・
褚
に
陸
柬
之
を
並
称
し
て
、
名
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
王

羲
之
、
献
之
か
ら
出
て
い
る
と
い
う
。
虞
世
南
の
甥
に
あ
た
る
陸
柬

之
は
現
代
日
本
の
書
道
史
観
か
ら
見
れ
ば
、
唐
代
の
書
人
と
し
て
周

知
さ
れ
て
い
る
程
度
で
、
欧
・
虞
・
褚
と
肩
を
並
べ
る
ほ
ど
書
名
は

高
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
日
中
に
お
け
る
「
唐
の

四
大
家
」
観
の
相
違
は
特
に
人
選
に
表
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
両
国

の
書
道
史
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、「
唐
の
四
大
家
」
の
名
称
の
始
ま
り
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
こ
う
。
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
、「
四
家
」
の
総
称
が
確
認
で
き

る
の
は
明
代
の
『
春
雨
雑
述
（
（
（

』
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。
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智
永
伝
唐
虞
永
興
世
南
伯
施
。
伯
施
伝
欧
陽
率
更
詢
、
信
本
伝

褚
河
南
遂
良
登
善
。
登
善
伝
薛
少
保
稷
嗣
通
、
是
為
貞
観
四

家
。

（
智
永
、
唐
虞
永
興
世
南
伯
施
に
伝
へ
、
伯
施
、
欧
陽
率
更
詢

に
伝
へ
、
信
本
、
褚
河
南
遂
良
登
善
に
伝
へ
、
登
善
、
薛
少
保

稷
嗣
通
に
伝
ふ
。
是
れ
貞
観
四
家
と
為
す
。）

隋
の
智
永
か
ら
虞
世
南
、
欧
陽
詢
、
褚
遂
良
、
薛
稷
へ
と
書
法
が
伝

え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
「
貞
観
四
家
」
と
す
る
と
あ
る
。
貞
観
は
太
宗

が
在
位
し
た
貞
観
年
間
の
初
唐
で
あ
る
た
め
、
初
出
と
み
て
大
過
無

い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
記
さ
れ
る
書
法
の
伝
承
に
つ
い
て
違
和
感
が
あ
る
の
は
、

虞
世
南
が
欧
陽
詢
に
書
法
を
伝
え
た
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
虞
世
南

に
と
っ
て
一
歳
年
長
者
で
あ
る
欧
陽
詢
に
書
法
の
伝
授
が
行
わ
れ
た

と
い
う
の
は
考
え
に
く
く
、
欧
陽
詢
が
虞
世
南
か
ら
書
法
を
伝
え
ら

れ
た
と
い
う
記
述
は
管
見
の
範
囲
で
は
見
ら
れ
な
い
。
総
称
す
る
た

め
に
必
要
な
共
通
す
る
条
件
と
し
て
王
羲
之
書
法
と
そ
の
系
譜
を
強

調
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
お
き
た
い
。

次
い
で
、
清
代
の
何
紹
基
の
書
論
（
（
（

に
も
欧
・
虞
・
褚
・
薛
の
書
法

の
特
徴
を
比
較
し
て
「
唐
初
四
家
」
と
称
す
る
記
述
が
確
認
で
き

る
。

唐
初
四
家
、
永
興
専
祖
山
陰
、
褚
薛
純
乎
北
派
、
欧
陽
信
本
従

分
書
入
手
、
以
北
派
而
兼
南
派
、
乃
一
代
之
右
軍
也
。

（
唐
初
の
四
家
、
永
興
は
専
ら
山
陰
を
祖
と
し
、
褚
、
薛
は
北

派
に
純
ら
な
り
。
欧
陽
信
本
は
分
書
よ
り
入
手
し
、
北
派
を
以

て
南
派
を
兼
ね
、
乃
ち
一
代
の
右
軍
な
り
。）

永
興
（
虞
世
南
）
は
山
陰
（
王
羲
之
）
を
根
源
と
し
、
褚
・
薛
は
北

派
に
専
一
し
、
欧
は
分
書
（
隷
書
）
か
ら
入
っ
て
北
派
と
南
派
を
兼

ね
て
一
代
の
右
軍
（
王
羲
之
）
と
高
く
評
価
す
る
。
注
目
は
四
家
の

書
派
、
つ
ま
り
書
法
の
違
い
を
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は

先
述
の
二
王
を
共
通
項
と
し
て
括
る
『
春
雨
雑
述
』
の
言
説
が
定
着

し
、「
唐
の
四
大
家
」
の
概
念
が
す
で
に
形
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
南
派
と
北
派
と
い
う
別
の
切
り
口
に
よ
る
「
四
大
家
」
の
考
察

が
成
り
立
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

『
春
雨
雑
述
』
の
著
者
、
解
縉
の
生
卒
年
は
明
代
の
洪
武
二
年
か

ら
永
楽
十
三
年
（
一
三
六
九

－

一
四
一
五
）
で
あ
り
、『
東
洲
草
堂

文
鈔
』
の
著
者
、
何
紹
基
は
清
代
の
嘉
慶
四
年
か
ら
同
治
十
二
年

（
一
七
九
九

－

一
八
七
三
）
で
あ
る
。
約
四
五
〇
年
の
間
で
そ
の
他
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の
書
論
（
（
（

に
お
け
る
記
述
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
の
は
当
時
の
書
の
流

行
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
が
、
日
中
で
「
唐
の
四
大
家
」
の
位
置
付
け

方
に
隔
た
り
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
中
国
で
出
版
さ
れ
て
い

る
書
道
辞
典
で
の
掲
載
数
が
僅
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

特
に
日
本
に
お
い
て
重
要
な
用
語
と
な
っ
た
可
能
性
が
想
像
で
き

る
。
日
本
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ

う
。先

述
の
と
お
り
、
書
論
に
お
け
る
「
唐
の
四
大
家
」
の
概
念
は
明

代
か
ら
清
代
に
か
け
て
徐
々
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
で
き
た
。

続
い
て
「
唐
の
四
大
家
」
が
定
着
す
る
以
前
の
記
述
を
中
心
に
検
討

し
、「
唐
の
四
大
家
」
の
概
念
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
整
理
し
て
み

た
い
。

第
二
節　

唐
代
の
書
品
論

欧
・
虞
・
褚
の
書
に
言
及
し
た
早
期
の
書
論
は
李
嗣
真
の
『
書
後

品
』
と
い
え
る
だ
ろ
う
。『
書
後
品
』
は
六
朝
の
九
品
中
正
法
に
由

来
す
る
書
品
論
を
展
開
し
、
古
代
か
ら
初
唐
ま
で
八
二
名
の
書
人
を

上
・
中
・
下
を
さ
ら
に
三
段
階
に
分
け
、
最
上
位
に
「
逸
品
」
を
置

く
10
段
階
評
価
を
採
用
す
る
。
そ
の
中
で
三
番
目
に
当
た
る
「
上
下

品
」
に
欧
・
虞
・
褚
を
、
五
番
目
に
相
当
す
る
「
中
中
品
」
に
陸
柬

之
を
位
置
付
け
る
一
方
で
、
薛
稷
の
名
は
見
ら
れ
な
い
。

続
く
、
張
懐
瓘
の
『
書
断
』
は
六
朝
時
代
の
伝
統
的
な
流
れ
を
汲

ん
だ
書
論
で
、
三
者
を
比
較
し
た
書
の
優
劣
に
つ
い
て
の
記
述
が
具

体
的
に
な
る
。
欧
陽
詢
の
条
で
は
、
虞
世
南
を
引
き
合
い
に
出
し
て

以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る（（
（

。

八
体
尽
能
。
筆
力
勁
険
…
真
行
之
書
、
雖
於
大
令
、
亦
別
成
一

体
。
森
森
焉
若
武
庫
矛
戟
。
風
神
厳
於
智
永
、
潤
色
寡
於
虞
世

南
。
…
自
羊
薄
以
後
、
略
無
勍
敵
。

（
八
体
尽
く
能
く
す
。
筆
力
勁
険
。
…
真
・
行
の
書
、
大
令
よ

り
す
と
雖
も
、
亦
た
別
に
一
体
を
成
す
。
森
森
と
し
て
武
庫
の

矛
戟
の
若
し
。
風
神
は
智
永
よ
り
厳
し
く
、
潤
色
は
虞
世
南
よ

り
寡
な
し
。
…
羊
・
薄
自
り
以
後
、
略
ば
勍
敵
無
し
。）

欧
陽
詢
は
八
体
を
全
て
善
く
し
、
筆
力
は
強
い
。
楷
書
と
行
書
は
大

令
（
王
献
之
）
か
ら
学
ん
で
新
し
い
一
面
を
開
い
た
。
そ
れ
は
武
器

庫
に
並
ん
だ
矛
戟
の
よ
う
で
、
風
神
は
智
永
よ
り
も
厳
し
く
、
潤
色

は
虞
世
南
よ
り
も
少
な
い
と
評
し
て
い
る
。
続
け
て
、
羊
欣
、
薄
紹

之
以
後
、
欧
陽
詢
に
勝
る
も
の
は
い
な
い
が
、
た
だ
永
公
（
虞
世
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南
）
の
み
匹
敵
す
る
と
、
そ
の
力
が
拮
抗
関
係
に
あ
る
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

虞
世
南
の
条（（1
（

で
も
や
は
り
欧
陽
詢
と
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

其
書
得
大
令
之
宏
規
、
含
五
方
之
正
色
。
姿
栄
秀
出
、
智
勇
在

焉
。
…
然
欧
之
与
虞
、
可
謂
智
均
力
敵
。
…
論
其
衆
体
、
則
虞

所
不
逮
。
…
虞
則
内
含
剛
柔
、
欧
則
外
露
筋
骨
、
君
子
蔵
器
、

以
虞
為
優
。

（
其
の
書
は
大
令
の
宏
規
を
得
、
五
方
の
正
色
を
含
む
。
姿
栄

秀
出
、
智
勇
焉
に
在
り
。
…
然
れ
ど
も
欧
と
虞
と
、
智
均
し
く

力
敵
す
と
謂
ふ
可
し
。
…
其
の
衆
体
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
虞
の

逮
ば
さ
る
所
。
…
虞
は
則
ち
内
に
剛
柔
を
含
み
、
欧
は
則
ち
外

に
筋
骨
を
露
す
。
君
子
は
器
を
蔵
す
、
虞
を
以
て
優
れ
り
と
為

す
。）

虞
世
南
の
書
は
す
ぐ
れ
た
規
範
を
得
て
、
純
粋
な
正
当
な
書
法
を
内

に
持
っ
て
い
る
と
評
し
て
い
る
。
さ
ら
に
欧
陽
詢
と
虞
世
南
は
才

智
、
力
量
と
も
に
互
角
で
あ
る
が
、
多
く
の
書
体
に
わ
た
っ
て
論
じ

る
と
、
虞
世
南
は
欧
陽
詢
に
及
ば
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
虞
世
南
の

書
は
内
に
剛
と
柔
を
あ
わ
せ
も
ち
、
欧
陽
詢
の
書
は
外
に
筋
骨
を
あ

ら
わ
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
君
子
は
器
を
蔵
す
、
と
い
う
見
方
か
ら

す
れ
ば
、
虞
世
南
の
方
が
ま
さ
っ
て
い
る
と
両
者
の
書
の
特
色
を
対

比
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

欧
陽
詢
と
虞
世
南
は
実
力
伯
仲
で
あ
る
が
、
各
書
体
を
幅
広
く
書

く
こ
と
が
で
き
る
専
門
性
で
は
欧
陽
詢
が
勝
り
、
剛
柔
の
バ
ラ
ン
ス

が
よ
く
、
強
さ
を
内
に
蓄
え
て
外
に
表
さ
な
い
と
い
う
道
徳
的
な
面（（1
（

で
虞
世
南
が
優
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

一
方
の
褚
遂
良
に
つ
い
て
は（（1
（

、

少
則
服
膺
虞
監
、
長
則
祖
述
右
軍
。
真
書
甚
得
其
媚
趣
、
若
瑶

台
青
璅
、
窅
映
春
林
、
美
人
嬋
娟
、
似
不
任
乎
羅
綺
、
增
華
綽

約
、
欧
虞
謝
之
。
其
行
草
之
間
、
即
居
二
公
之
後
。

（
少
き
と
き
は
則
ち
虞
監
を
服
膺
し
、
長
じ
て
は
則
ち
右
軍
を

祖
述
す
。
真
書
甚
だ
其
の
媚
趣
を
得
た
り
。
瑶
台
の
青
璅
、
春

林
に
窅
映
し
、
美
人
嬋
娟
と
し
て
、
羅
綺
に
任
え
ざ
る
が
若

し
。
增
華
綽
約
な
る
は
、
欧
・
虞
も
之
を
謝
す
。
其
の
行
草
の

間
は
、
即
ち
二
公
の
後
に
居
る
。）

と
述
べ
、
若
い
時
は
虞
監
（
虞
世
南
）
の
書
法
を
大
切
に
守
り
、
成
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長
し
て
か
ら
は
右
軍
（
王
羲
之
）
の
書
法
に
な
ら
っ
た
。
楷
書
は
王

羲
之
の
媚
趣
を
得
て
、
あ
た
か
も
玉
で
飾
っ
た
御
殿
の
門
の
青
い
扉

の
く
さ
り
が
、
春
の
林
に
美
し
く
照
り
映
え
て
い
る
よ
う
で
、
美
人

の
身
の
こ
な
し
が
あ
で
や
か
で
、
う
す
も
の
の
衣
服
に
も
耐
え
ら
れ

な
い
よ
う
だ
と
い
い
、
華
や
か
さ
を
増
し
、
た
お
や
か
な
さ
ま
は
欧

陽
詢
、
虞
世
南
も
及
ば
な
い
が
、
行
草
書
で
は
、
二
人
に
劣
る
と
評

し
て
い
る
。

書
体
の
比
較
で
は
優
劣
が
指
摘
さ
れ
る
も
の
の
、
総
合
的
な
評
価

の
視
点
は
多
角
的
で
あ
り
、
書
表
現
の
多
様
性
を
認
め
、
か
つ
高
い

鑑
賞
眼
を
持
つ
張
懐
瓘
の
批
評
は
信
頼
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

え
よ
う
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
書
体
や
評
価
の
観
点
に
よ
っ
て
優
劣

は
あ
る
も
の
の
、
書
の
特
徴
を
言
語
化
し
、
い
ず
れ
も
同
じ
「
妙

品
」
に
位
置
付
け
て
評
価
し
た
点
で
あ
る
。
伝
統
を
踏
ま
え
た
書
の

評
価
基
準
が
明
確
に
示
さ
れ
、
品
第
と
い
う
形
式
に
則
っ
て
公
に
示

さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
書
論
そ
の
も
の
の
発
展
と
張

懐
瓘
の
慧
眼
が
後
世
の
「
四
大
家
」
へ
と
繋
が
る
礎
を
築
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

『
書
断
』
で
唐
代
の
書
人
中
、
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
た
の
は

上
述
の
三
者
に
陸
柬
之
を
加
え
た
四
名
で
あ
る
。
続
い
て
薛
稷
と
入

れ
替
え
て
「
唐
の
四
大
家
」
に
加
え
ら
れ
る
陸
柬
之
に
対
す
る
評
価

を
確
認
す
る
。

『
書
断
』
で
は
、
楷
書
と
行
書
が
欧
・
虞
・
褚
と
同
じ
「
妙
品
」

に
、
草
書
と
章
草
は
「
能
品
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の
特
徴
に
つ

い
て
以
下
の
よ
う
に
評
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

而
晩
習
二
王
、
尤
尚
其
古
。
中
年
之
迹
、
猶
有
怯
懦
、
総
章
已

後
、
乃
備
筋
骨
。
殊
矜
質
朴
、
恥
夫
綺
靡
。
…
尤
善
運
筆
。
或

至
興
会
、
則
窮
理
極
趣
矣
。
…
一
覧
未
窮
、
沈
研
始
精
。
然
工

於
效
倣
、
劣
於
独
断
。
以
此
為
少
也
。

（
而
し
て
晩
に
は
二
王
を
習
ひ
、
尤
も
其
の
古
を
尚
ぶ
。
中
年

の
迹
は
、
猶
ほ
怯
懦
有
る
も
、
総
章
已
後
は
、
乃
ち
筋
骨
備

う
。
殊
に
質
朴
を
矜
り
、
夫
の
綺
靡
を
恥
ず
。
…
尤
も
運
筆
を

善
く
す
。
或
い
は
興
会
す
る
に
至
れ
ば
、
則
ち
理
を
窮
め
趣
を

極
む
。
…
一
覧
し
て
未
だ
窮
め
ざ
る
も
、
沈
研
す
れ
ば
始
め
て

精
な
り
。
然
れ
ど
も
效
倣
に
工
み
に
し
て
、
独
断
に
劣
る
。
此

を
以
て
少
け
り
と
為
す
。）

陸
柬
之
は
は
じ
め
虞
世
南
に
学
び
、
後
に
二
王
を
学
ん
で
古
雅
な

趣
を
尊
重
し
た
。
中
年
期
の
筆
跡
に
は
ひ
弱
さ
が
あ
る
が
、
総
章
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（
六
六
八

－

六
七
〇
）
以
後
に
は
筋
骨
が
備
わ
り
、
と
く
に
質
朴
さ

を
自
負
し
て
、
綺
靡
で
華
や
か
な
美
し
さ
を
恥
と
し
た
。
し
か
し
、

模
倣
に
は
巧
み
で
あ
る
が
創
作
に
は
劣
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

物
足
り
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

続
い
て
、
薛
稷
に
言
及
す
る
書
論
を
確
認
す
る
。『
書
断
』
は
楷

書
と
行
書
を
「
能
品
」
に
、
そ
れ
に
次
い
で
草
書
も
書
け
た
と
評
し

て
い
る（（1
（

。
書
学
褚
公
。
尤
尚
綺
麗
、
媚
好
膚
肉
得
師
之
半
。
可
謂
河
南
公

之
高
足
。
甚
為
時
所
珍
尚
。

（
書
は
褚
公
に
学
ぶ
。
尤
も
綺
麗
を
尚
び
、
媚
好
膚
肉
は
師
の

半
ば
を
得
た
り
。
河
南
公
の
高
足
と
謂
ふ
可
し
。
甚
だ
時
の
珍

尚
す
る
所
と
為
る
。）

薛
は
褚
遂
良
を
学
び
、
綺
麗
を
尚
ん
で
媚
好
膚
肉
は
褚
遂
良
の
半
ば

を
得
た
。
褚
遂
良
の
高
弟
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
は
大
い
に

珍
重
さ
れ
た
と
い
う
。

張
懐
瓘
の
陸
柬
之
と
薛
稷
の
評
価
を
比
較
す
る
と
実
に
対
照
的
で

あ
る
。
張
懐
瓘
は
「
従
心
者
為
上
、
従
眼
者
為
下
。
先
其
草
創
立

体
、
後
其
因
循
著
名
」（
心
に
従
ふ
者
は
上
と
為
し
、
眼
に
従
ふ
者

は
下
と
為
す
。
其
の
草
創
に
し
て
体
を
立
つ
を
先
と
し
、
其
の
因
循

に
し
て
名
を
著
は
す
を
後
と
す（（1
（

）
と
自
ら
の
評
価
の
観
点
を
明
確
に

示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
陸
柬
之
を
薛
稷
よ
り
も
上
位
と
す

る
評
価
は
理
解
で
き
る
。
さ
ら
に
、
陸
柬
之
は
「
為
時
所
鄙
」（
時

の
鄙
し
む
所
と
為
す
）、
薛
稷
は
「
甚
為
時
所
珍
尚
」（
甚
だ
時
の
珍

尚
す
る
所
と
為
る
）
と
、
当
時
の
世
間
で
の
評
価
と
は
相
反
し
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

ま
た
、
陸
柬
之
は
創
作
に
劣
り
、
薛
稷
は
褚
遂
良
の
半
ば
を
得
た

と
の
指
摘
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
を
発
揮
し
た
欧
・
虞
・
褚
と
並

称
す
る
の
は
些
か
違
和
感
を
覚
え
る（（1
（

。
実
際
の
書
作
品
を
見
て
も
、

陸
柬
之
は
「
文
賦
」
お
よ
び
伝
陸
柬
之
の
「
五
言
蘭
亭
詩
」
が
知
ら

れ
る
が
い
ず
れ
も
墨
跡
の
行
草
書
で
あ
り
、「
頭
陀
寺
碑
」
が
あ
っ

た
と
さ
れ
る
が
今
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
欧
・
虞
・
褚
が
み
な
勅
令

に
よ
る
楷
書
碑
を
書
丹
し
て
い
る
の
に
対
し
、
陸
に
は
そ
れ
と
同
等

の
作
品
が
確
認
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
や
は
り
並
称
す
る
に
は
物
足

り
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
欧
・
虞
・
褚
の
三
家
で
も
十
分
で

あ
り
、
こ
こ
に
一
人
追
加
す
る
に
相
応
し
い
人
物
を
挙
げ
る
方
が
難

し
い
。
む
し
ろ
「
四
」
と
い
う
数
字
に
重
き
が
あ
り
、
陸
か
薛
は
後

付
け
の
よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
魚
住
氏
が
「
勝
手
な
割
り
切
り

方
」
と
指
摘
し
た
日
本
の
「
初
唐
の
三
大
家
」
の
方
が
中
国
の
書
論
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で
論
じ
ら
れ
た
評
価
の
実
態
を
捉
え
た
表
現
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

第
三
節　

右
軍
の
一
体
を
得
た
り

同
じ
唐
代
の
書
論
の
『
論
書
（
（1
（

』
は
歴
代
の
書
人
と
欧
・
虞
と
褚
・

薛
を
そ
れ
ぞ
れ
並
称
し
、
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

鍾
善
真
書
、
張
称
草
聖
。
右
軍
行
法
、
小
令
破
体
、
皆
一
時
之

妙
。
近
古
蕭
永
欧
虞
、
頗
伝
筆
勢
、
褚
薛
已
降
、
自
鄶
不
譏

矣
。
然
人
謂
虞
得
其
筋
、
褚
得
其
肉
、
欧
得
其
骨
、
当
矣
。
夫

鷹
隼
乏
彩
、
而
翰
飛
戻
天
、
骨
勁
而
気
猛
也
。
翬
翟
備
色
、
而

翺
翔
百
歩
。
肉
豊
而
力
沈
。
若
藻
曜
而
高
翔
、
書
之
鳳
凰
矣
。

欧
虞
為
鷹
隼
、
褚
薛
為
翬
翟
焉
。

（
鍾
は
真
書
を
善
く
し
、
張
は
草
聖
と
称
せ
ら
る
。
右
軍
の
行

法
、
小
令
の
破
体
、
皆
一
時
の
妙
な
り
。
近
古
、
蕭
・
永
・

欧
・
虞
、
頗
る
筆
勢
を
伝
へ
、
褚
・
薛
已
降
、
鄶
自
り
譏
ら

ず
。
然
れ
ど
も
人
「
虞
は
其
の
筋
を
得
、
褚
は
其
の
肉
を
得
、

欧
は
其
の
骨
を
得
」
と
謂
ふ
は
、
当
れ
り
。
夫
の
鷹
隼
彩
乏
し

く
も
、
翰た

か

く
飛
び
て
天
に
戻い
た

る
。
骨
、
勁
く
し
て
、
気
、
猛
な

れ
ば
な
り
。
翬き

翟て
き

は
色
を
備
う
る
も
、
翺
翔
す
る
こ
と
百
歩
の

み
。
肉
、
豊
か
に
し
て
、
力
、
沈
め
ば
な
り
。
藻
曜
に
し
て
高

く
翔
ぶ
が
若
き
は
、
書
の
鳳
凰
な
り
。
欧
虞
は
鷹
隼
為
り
、
褚

薛
は
翬
翟
為
り
。）

「
筋
」「
骨
」「
肉
」
は
す
で
に
六
朝
時
代
の
書
論
に
登
場
す
る
審
美

基
準
で
あ
る
。「
筋
」「
骨
」
の
備
わ
る
欧
陽
詢
と
虞
世
南
を
高
く
評

価
す
る
一
方
で
、「
肉
」
を
得
た
褚
遂
良
お
よ
び
そ
の
系
譜
に
連
な

る
薛
稷
を
一
段
低
く
見
て
お
り
、
同
列
に
評
価
し
て
い
な
い
点
は
前

述
し
た
張
懐
瓘
の
書
論
と
は
異
な
る
視
点
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

徐
浩
は
ま
た
、「
初
学
之
際
、
宜
先
筋
骨
。
筋
骨
不
立
、
肉
何
所
附
。

（
初
学
の
際
、
宜
し
く
筋
骨
を
先
に
す
べ
し
。
筋
骨
立
た
ず
ん
ば
、

肉 

何
所
れ
の
と
こ
ろ
に
か
附
か
ん（（1
（

。）」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、

学
書
の
本
質
に
筋
骨
を
位
置
付
け
て
い
る
が
、
欧
・
虞
よ
り
も
細
み

で
す
っ
き
り
と
し
た
線
の
印
象
が
強
い
褚
・
薛
に
「
肉
」
と
評
し
て

い
る
点
は
興
味
深
い
。

こ
の
書
論
の
内
容
を
踏
ま
え
た
と
思
し
き
記
述
が
南
唐
、
李
煜
の

名
で
残
さ
れ
て
い
る（（1
（

。

李
後
主
云
、
後
世
書
家
可
得
右
軍
之
一
体
。
虞
世
南
得
其
美



10

韻
、
而
失
其
俊
邁
、
欧
陽
詢
得
其
力
而
失
其
温
秀
、
褚
遂
良
得

其
意
而
失
其
変
化
。
薛
稷
得
其
清
、
而
失
于
窘
拘
、
顔
真

得

其
筋
而
失
于
粗
魯
、
柳
公
権
得
其
骨
、
而
失
于
生
獷
、
徐
浩
得

其
肉
、
而
于
俗
、
李
邕
得
其
気
、
而
失
于
体
格
、
張
旭
得
其

法
、
而
失
于
狂
、
独
献
之
倶
得
、
而
失
于
驚
急
、
无
蘊
藉
態

度
。

（
李
後
主
云
ふ
、「
後
世
の
書
家
は
右
軍
の
一
体
を
得
べ
し
。
虞

世
南
は
其
の
美
韻
を
得
る
も
、
其
の
俊
邁
を
失
ふ
。
欧
陽
詢
は

其
の
力
を
得
る
も
、
其
の
温
秀
を
失
ふ
。
褚
遂
良
は
其
の
意
を

得
る
も
、
其
の
変
化
を
失
ふ
。
薛
稷
は
其
の
清
を
得
る
も
、
窘

拘
に
失
せ
り
。
顔
真

は
其
の
筋
を
得
る
も
粗
魯
に
失
せ
り
。

柳
公
権
は
其
の
骨
を
得
る
も
、
生
獷
に
失
せ
り
。
徐
浩
は
其
の

肉
を
得
る
も
、
俗
に
失
せ
り
。
李
邕
は
其
の
気
を
得
る
も
、
体

格
に
失
せ
り
、
張
旭
は
其
の
法
を
得
る
も
、
狂
に
失
せ
り
。
独

り
献
之
は
倶
に
得
る
も
、
驚
急
に
失
せ
り
。
蘊
藉
の
態
度
无

し
」
と
。）

書
を
善
く
す
る
も
の
は
そ
れ
ぞ
れ
右
軍
（
王
羲
之
）
の
一
体
を
得
る

と
述
べ
、
欧
・
虞
・
褚
・
薛
・
顔
・
柳
・
徐
・
李
・
張
と
い
っ
た
唐

代
を
代
表
す
る
書
人
を
と
り
あ
げ
、
各
家
が
王
羲
之
の
一
部
を
得
て

一
部
を
失
う
、
と
い
っ
た
表
現
で
比
較
し
、
最
後
に
王
献
之
の
名
を

挙
げ
て
い
る
よ
う
に
書
人
は
時
代
順
に
列
挙
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ

で
は
、
虞
世
南
は
美
韻
を
得
て
い
る
が
俊
邁
さ
を
失
い
、
欧
陽
詢
は

力
強
さ
を
得
た
が
温
秀
さ
を
失
い
、
褚
遂
良
は
意
を
得
た
が
変
化
を

失
い
、
薛
稷
は
清
を
得
た
が
窘
拘
を
失
い
、
顔
真

は
筋
を
得
た
が

粗
魯
を
失
っ
た
と
評
し
て
い
る
。
典
型
で
あ
る
王
羲
之
を
前
に
唐
代

の
書
人
は
並
列
の
関
係
に
あ
り
、
ま
た
王
羲
之
を
基
準
と
し
て
簡
に

し
て
要
を
得
た
表
現
で
あ
る
。

こ
の
「
右
軍
の
一
体
を
得
た
り（（2
（

」
の
観
点
は
そ
の
後
の
書
論
に
も

踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
明
代
の
何
良
俊
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（（2
（

。

唐
人
書
、
欧
率
更
得
右
軍
之
骨
、
虞
永
興
得
其
膚
沢
、
褚
河
南

得
其
筋
、
李
北
海
得
其
肉
、
顔
魯
公
得
其
力
、
此
即
所
謂
皆
有

聖
人
之
一
体
者
也
。
其
後
徐
季
海
則
宗
楮
河
南
、
張
従
申
則
宗

李
北
海
、
柳
公
権
則
規
模
顔
魯
公
、
而
去
晋
法
漸
遠
矣
。

（
唐
人
書
、
欧
率
更
は
右
軍
の
骨
を
得
、
虞
永
興
は
其
の
膚
沢

を
得
、
褚
河
南
は
其
の
筋
を
得
、
李
北
海
は
其
の
肉
を
得
、
顔

魯
公
は
其
の
力
を
得
、
此
れ
即
ち
所
謂
る
「
皆
な
聖
人
の
一
体

有
る
」
者
な
り
。
其
の
後
徐
季
海
は
則
ち
楮
河
南
を
宗
に
し
、

張
従
申
は
則
ち
李
北
海
を
宗
に
し
、
柳
公
権
は
則
ち
顔
魯
公
を
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規
模
に
し
て
、
晋
法
を
去
る
こ
と
漸
く
遠
し
。）

何
良
俊
は
欧
・
虞
・
褚
・
李
・
顔
を
「
聖
人
の
一
体
有
り
」
と
評
価

す
る
。
欧
・
虞
・
褚
に
李
北
海
（
李
邕
）
を
加
え
て
並
称
し
、
反
対

に
徐
季
海
（
徐
浩
）
は
褚
河
南
（
褚
遂
良
）
を
、
張
従
申
は
李
北
海

を
、
柳
公
権
は
顔
魯
公
（
顔
真

）
を
そ
れ
ぞ
れ
宗
と
し
た
こ
と
で

晋
法
、
す
な
わ
ち
王
羲
之
の
伝
統
が
次
第
に
失
わ
れ
た
と
指
摘
し
て

い
る
。
何
良
俊
の
「
聖
人
の
一
体
有
り
」
の
聖
人
は
当
然
右
軍
（
王

羲
之
）
で
あ
る
か
ら
、
李
煜
の
「
右
軍
の
一
体
を
得
た
り
」
と
同
義

で
あ
る
。

清
代
の
楊
賓
は
先
掲
の
李
煜
の
書
論
を
引
き
、
そ
の
内
容
を
受
け

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（2
（

。

李
後
主
云
、
…
余
謂
此
評
誠
有
根
拠
、
但
欧
甚
秀
、
褚
変
化
、

而
張
亦
可
商
。
因
改
其
語
曰
、
欧
得
其
力
、
而
失
其
変
化
。
褚

得
其
巧
、
而
失
其
拙
。
張
得
其
変
化
、
而
失
其
収
斂
。
未
知
有

識
者
、
又
以
予
言
為
何
如
也
。

（
李
後
主
云
ふ
、
…
余
謂
へ
ら
く
、
此
の
評
誠
に
根
拠
有
る
も
、

但
だ
欧
は
甚
だ
秀
い
で
、
褚
は
変
化
す
る
も
張
も
亦
た
商は

か

る
べ

し
。
因
り
て
其
の
語
を
改
め
て
曰
く
、「
欧
は
其
の
力
を
得
る

も
其
の
変
化
を
失
ふ
。
褚
は
其
の
巧
を
得
る
も
其
の
拙
を
失

ふ
。
張
は
其
の
変
化
を
得
る
も
其
の
収
斂
を
失
ふ
」
と
。
未
だ

有
識
な
る
者
を
知
ら
ず
、
又
た
以
て
予
の
言
を
何
如
と
為
す

や
。）

李
後
主
（
李
煜
）
の
言
説
を
引
き
、
自
ら
の
言
葉
に
改
め
て
欧
・

褚
・
張
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
唐
代
に
お
け
る
王
羲
之
を
典
型
と
し
た
伝
統

的
な
書
法
の
継
承
の
検
証
を
す
る
内
容
で
あ
る
。
唐
代
を
代
表
す
る

書
人
を
取
り
上
げ
、
王
羲
之
と
の
比
較
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
法

の
特
徴
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
を
表
現
す
る
言
葉
は
多
少

異
な
る
が
、
概
ね
的
を
射
た
指
摘
で
あ
ろ
う
。
こ
の
並
称
の
共
通
項

は
唐
代
に
お
け
る
王
羲
之
の
系
譜
に
連
な
る
書
人
で
あ
る
た
め
、

欧
・
虞
・
褚
以
外
の
書
人
名
も
多
く
登
場
す
る
も
の
の
、
薛
・
陸
の

名
が
無
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
何
良
俊
が
柳
公
権

は
顔
真

を
、
徐
季
海
が
褚
遂
良
を
宗
と
し
て
晋
法
（
王
羲
之
書

法
）
を
去
っ
た
と
す
る
の
と
同
じ
と
推
察
で
き
る
。
こ
の
「
右
軍
の

一
体
を
得
」
の
説
は
否
定
的
な
内
容
も
含
む
た
め
、
欧
・
虞
・
褚
に

と
っ
て
好
ま
し
い
面
ば
か
り
で
は
な
い
が
、“
唐
代
”
と
い
う
時
代

と
、“
王
羲
之
”
と
い
う
書
法
の
関
鍵
詞
に
よ
っ
て
並
称
さ
れ
る
習
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慣
に
よ
っ
て
三
者
の
結
び
つ
き
は
よ
り
一
層
強
化
さ
れ
、
他
と
は
一

線
を
画
し
た
総
称
へ
と
向
か
う
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ

る
。

第
四
節　

顔
真

第
一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
日
中
の
「
唐
の
四
大
家
」
に
対
す
る

人
選
や
時
代
範
囲
は
や
や
異
な
る
。
日
本
で
は
「
四
大
家
」
と
い
え

ば
欧
・
虞
・
褚
・
顔
で
唐
代
を
代
表
す
る
書
人
と
す
る
の
に
対
し
、

顔
真

を
含
め
な
い
中
国
で
は
初
唐
に
限
定
し
て
薛
稷
、
陸
柬
之
の

い
ず
れ
か
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
違
い
は
時
代
範
囲
よ
り
も
人
選
に

意
味
が
あ
る
。
つ
ま
り
顔
真

を
ど
う
捉
え
る
か
で
あ
る
。

顔
真

は
書
道
史
上
に
お
け
る
重
要
人
物
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

な
い
が
、
在
世
当
時
の
書
名
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
く
、
そ
の
後
も
酷

評
す
る
言
説
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
列
挙
し
て
み
よ

う
。・

北
宋
、
米
芾
『
宝
晋
英
光
集
（
（2
（

』

大
抵
顔
柳
挑
踢
、
為
後
世
醜
怪
悪
札
之
祖
、
従
此
古
法
蕩
無
遺

矣
。

（
大
抵
顔
、
柳
の
挑
踢
は
、
後
世
の
醜
怪
悪
札
の
祖
為
り
、
此

れ
よ
り
古
法
蕩
と
し
て
遺
な
し
。）

・
明
、
楊
慎
『
墨
池
璅
録
』
巻
二
（
（2
（
　

書
法
之
壊
自
顔
真

始
。
自
顔
而
下
、
終
晩
唐
無
晋
韻
矣
。

（
書
法
の
壊
、
顔
真

自
り
始
ま
る
。
顔
自
り
下
り
て
、
終
に

晩
唐
に
晋
韻
無
し
。）

米
芾
は
顔
真

の
楷
書
を
酷
評
す
る
が
、
行
草
書
は
高
く
評
価
し

て
い
る
こ
と
か
ら
顔
真

そ
の
も
の
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。
楊
慎

は
唐
代
の
書
の
衰
退
が
顔
真

か
ら
始
ま
り
、
晩
唐
に
は
晋
代
の
書

の
風
格
が
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
顔
真

の
書
を
評
価
す
る
言
説
は
多
く
見

ら
れ
る
。
顔
真

の
書
の
評
価
が
一
変
す
る
の
は
北
宋
に
入
っ
て
か

ら
で
あ
る
。「
宋
の
四
大
家
」
の
一
人
で
あ
る
蘇
軾
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る（（2
（

。

顔
魯
公
書
、
雄
秀
独
出
、
一
変
古
法
、
如
杜
子
美
詩
、
格
力
天

縦
、
奄
有
漢
魏
晋
宋
以
来
風
流
。
後
作
者
、
殆
難
復
措
手
。

（
顔
魯
公
の
書
は
、
雄
秀
独
出
し
て
、
古
法
を
一
変
す
る
こ
と
、
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杜
子
美
の
詩
の
如
く
、
格
力
天
縦
に
し
て
、
漢
魏
晋
宋
以
来
の

風
流
を
奄
有
せ
り
。
後
の
作
者
は
、
殆
ど
復
た
手
を
措
き
難

し
。）

顔
真

を
「
古
法
を
一
変
」「
漢
魏
晋
宋
以
来
の
風
流
を
奄
有
せ

り
」
と
高
く
評
価
す
る
。
同
じ
く
「
宋
の
四
大
家
」
の
黄
庭
堅
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（（2
（

。

観
魯
公
此
帖
奇
偉
秀
抜
、
奄
有
魏
晋
隋
唐
以
来
風
流
気
骨
、
回

視
欧
虞
褚
薛
、
皆
為
法
度
所
窘
、
豈
如
魯
公
然
出
於
縄
墨
之

外
、
而
卒
与
之
合
哉
。
蓋
自
二
王
後
、
能
臻
書
法
之
極
者
、
惟

張
長
史
与
魯
公
二
人
。

（
魯
公
の
此
の
帖
を
観
る
に
、
奇
偉
秀
抜
に
し
て
、
魏
晋
隋
唐

以
来
の
風
流
気
骨
を
奄
有
せ
り
。
欧
、
虞
、
褚
、
薛
、
徐
、
沈

の
輩
を
回
視
す
る
に
、
皆
な
法
度
の
窘
す
る
所
と
為
る
。
豈
に

魯
公
の
蕭
然
と
し
て
縄
墨
の
外
に
出
で
て
、
卒
に
之
と
合
す
る

が
如
く
な
ら
ん
哉
。
蓋
し
二
王
自
り
後
、
能
く
書
法
の
極
に
臻

る
者
、
惟
だ
張
長
史
と
魯
公
と
の
二
人
の
み
。）

顔
真

を
「
魏
晋
隋
唐
以
来
の
風
流
気
骨
を
奄
有
せ
り
」
と
評
す
る

の
に
対
し
、
欧
・
虞
・
褚
・
薛
は
「
皆
な
法
度
の
窘
す
る
所
と
為

る
」
と
い
い
、
さ
ら
に
顔
真

、
張
旭
を
二
王
と
同
じ
く
「
書
法
の

極
に
臻
る
」
と
絶
賛
す
る
。

明
代
に
は
董
其
昌
が
顔
真

の
書
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る（（2
（

。争
坐
位
帖
、
宋
蘇
黄
米
蔡
四
家
書
、
皆
仿
之
。
唐
時
欧
虞
褚
薛

諸
家
、
雖
刻
二
王
、
不
無
拘
于
法
度
。
惟
魯
公
天
真
爛
漫
、
姿

態
横
出
、
深
得
右
軍
霊
和
之
致
。
故
為
宋
一
代
書
家
淵
源
。

（
唐
時
の
欧
、
虞
、
褚
、
薛
諸
家
は
、
二
王
を
刻
画
す
と
雖
も
、

法
度
に
拘
わ
る
こ
と
無
き
に
あ
ら
ず
。
惟
だ
魯
公
の
み
天
真
爛

漫
に
し
て
、
姿
態
横
出
し
、
深
く
右
軍
の
霊
和
の
致
を
得
た

り
。
故
に
宋
一
代
の
書
家
の
淵
源
と
為
す
。）

欧
・
虞
・
褚
・
薛
は
、
二
王
の
筆
画
の
跡
を
な
ぞ
っ
て
い
る
が
、
法

度
に
拘
る
こ
と
な
し
と
し
な
い
。
た
だ
魯
公
だ
け
は
天
真
爛
漫
で
姿

態
は
横
出
し
、
深
く
右
軍
の
霊
和
の
趣
を
得
て
い
る
。
そ
れ
故
に
宋

一
代
の
書
家
の
淵
源
と
な
っ
て
い
る
と
高
く
評
価
す
る
。

蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
董
其
昌
ら
の
書
作
品
に
も
顔
真

の
影
響
は
顕

著
で
あ
り
、
彼
ら
が
顔
真

を
支
持
し
て
い
た
こ
と
は
、
実
作
か
ら
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も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
右
軍
の
一
体
を
得
た
り
」
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
王
羲
之
を
典

型
と
す
る
立
場
の
書
論
か
ら
す
れ
ば
、
た
と
え
顔
真

と
雖
も
王
羲

之
の
前
で
は
欧
・
虞
・
褚
ら
と
等
し
く
一
体
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
北
宋
の
蘇
軾
、
黄
庭
堅
、
明
代
の
董
其
昌
か
ら
す
れ
ば
、
古

代
か
ら
晋
宋
の
書
の
風
流
を
備
え
て
い
る
点
や
、
唐
代
の
書
の
時
代

的
特
徴
で
あ
る
法
度
に
縛
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
天
真
爛
漫
さ
と
い
っ

た
点
を
顔
真

に
見
い
出
し
て
評
価
し
た
。
後
者
の
立
場
で
は
、
自

ず
と
顔
真

を
欧
・
虞
・
褚
ら
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

董
其
昌
が
「
宋
一
代
の
書
家
の
淵
源
」
と
い
う
よ
う
に
後
世
に
与
え

た
影
響
は
欧
・
虞
・
褚
よ
り
大
き
く
、
む
し
ろ
そ
の
存
在
は
王
義
之

と
比
肩
し
う
る
と
こ
ろ
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
な
れ
ば
「
唐
の

四
大
家
」
の
枠
組
み
に
は
到
底
収
ま
ら
な
い
存
在
と
な
る
。
そ
の
よ

う
な
中
国
書
道
史
の
大
局
か
ら
判
断
し
た
場
合
、
顔
真

が
四
大
家

に
含
ま
れ
な
い
の
は
当
然
と
言
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し

て
日
本
で
は
“
時
代
”“
楷
書
”“
王
羲
之
”
と
い
う
共
通
項
か
ら
、

顔
真

を
積
極
的
に
「
唐
の
四
大
家
」
に
と
り
入
れ
た
。「
唐
の
四

大
家
」
の
顔
真

の
位
置
付
け
を
め
ぐ
っ
て
は
、
大
局
的
な
中
国
と

局
所
的
な
日
本
と
い
う
、
日
中
の
書
法
史
観
の
相
違
が
影
響
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

終
わ
り
に

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①　

唐
代
の
書
品
論
（
特
に
張
懐
瓘
）
に
よ
る
評
価
が
三
（
四
）

家
の
書
法
の
特
徴
と
評
価
を
言
語
化
し
て
公
に
示
し
た
こ
と

で
並
称
さ
れ
る
礎
を
築
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

②　

王
羲
之
と
い
う
共
通
項
で
並
称
す
る
「
右
軍
の
一
体
を
得
た

り
」
の
説
が
、
そ
の
後
の
総
称
へ
の
道
を
よ
り
強
固
な
も
の

と
し
た
こ
と
。

③　

書
論
の
記
述
か
ら
「
唐
の
四
大
家
」
の
総
称
は
明
代
初
期
か

ら
清
代
後
期
の
約
四
五
〇
年
間
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
と
思
わ

れ
る
こ
と
。

④　
「
四
大
家
」
に
顔
真

を
含
め
な
い
中
国
と
含
め
る
日
本
の

相
違
は
日
中
の
書
道
史
観
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
。

本
稿
で
考
察
し
た
「
唐
の
四
大
家
」
の
名
称
の
成
立
過
程
は
、
個

人
を
単
独
で
評
価
・
評
論
す
る
言
説
（
唐
代
の
書
品
論
）
に
始
ま

り
、
共
通
す
る
特
徴
を
備
え
る
書
人
が
並
称
（「
右
軍
の
一
体
を
得
」
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の
説
）
さ
れ
、
最
終
的
に
共
通
す
る
特
徴
を
冠
し
て
総
称
す
る
（
明

代
初
期
〜
清
代
後
期
）
こ
と
に
よ
っ
て
定
着
し
て
ゆ
く
と
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
期
間
の
書
論
の
記
述
自
体
は
思
い
の
外
少
な

か
っ
た
た
め
、
定
着
時
期
は
も
う
少
し
時
代
が
降
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

ま
た
、
近
代
以
前
の
書
論
を
考
察
し
た
結
果
、
日
本
で
定
着
し
て

い
る
「
唐
の
四
大
家
」「
初
唐
の
三
大
家
」
の
総
称
は
確
認
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
魚
住
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
日
本
に
お
い
て
編
集
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
日
本
の
「
唐

の
四
大
家
」「
初
唐
の
三
大
家
」
が
勝
手
に
割
り
切
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
と
し
て
も
、
裏
を
返
せ
ば
日
本
的
な
書
道
史
観
が
反
映
し
て

い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
特
に
顔
真

を
含
む
か
否
か
は
日
中
の
書
道

史
観
の
違
い
が
顕
著
な
例
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
は
日
本
に
お

い
て
「
唐
の
四
大
家
」
観
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に

つ
い
て
も
考
察
し
て
い
き
た
い
。

注（
1
）　
『
歴
代
書
法
論
文
選
』
七
五
頁

（
2
）　
『
歴
代
書
法
論
文
選
』
四
九
頁

（
3
）　
『
書
法
用
語
辞
典
』「
初
唐
四
家
」
西
東
書
房
、二
〇
一
一
年
九
月
、

一
三
六
頁
。

（
4
）　

魚
住
和
晃
「
欧
陽
詢
は
隋
唐
の
大
家
」（『
書
道
史
謎
解
き
三
十

話
』）
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
一
月
、
五
九
頁
。

（
5
）　

蔡
襄
『
莆
陽
居
士
蔡
公
文
集
』
巻
二
十
五
「
評
書
」（
北
京
図
書

館
古
籍
出
版
編
輯
組
『
北
京
図
書
館
古
籍
珍
本
叢
刊
』
86
集
部
・

宋
別
集
類
、
書
目
文
献
出
版
社
）

（
6
）　

解
縉
『
春
雨
雑
述
』「
書
学
伝
授
」（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
五
〇

〇
頁
）
な
お
、『
歴
代
書
法
論
文
選
』
は
「
本
褚
河
南
遂
良
登
善
」

と
あ
る
が
諸
本
に
よ
り
改
め
た
。

（
7
）　

何
紹
基
『
東
洲
草
堂
文
鈔
』「
跋
汪
鑒
斎
蔵
虞
恭
公
温
公
碑
旧
拓

本
」

（
8
）　

震
鈞
『
国
朝
書
人
輯
略
』
に
「
唐
四
大
家
」、
程
瑤
田
『
九
勢
碎

事
』
に
「
唐
四
家
」
の
用
例
が
確
認
で
き
る
。

（
9
）　

張
懐
瓘
『
書
断
』
中
、「
妙
品
」（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
一
九
一

頁
）

（
10
）　

前
注（
9
）書
、（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
一
九
二
頁
）

（
11
）　
『
易
』「
繫
辞
伝
下
」
に
「
君
子
蔵
器
於
身
、
待
時
而
動
」
と
あ

る
。

（
12
）　

前
注（
9
）書
、（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
一
九
二
頁
）

（
13
）　

前
注（
9
）書
、（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
一
九
二

－

一
九
三
頁
）

（
14
）　

前
注（
9
）書
、（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
二
〇
三
頁
）

（
15
）　

張
懐
瓘
『
文
字
論
』（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
二
〇
九
頁
）

（
16
）　

唐
・
釈
亜
栖
『
論
書
』
に
「
凡
書
通
即
変
。
欧
変
右
軍
体
、
柳
変
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欧
陽
体
、
永
禅
師
、
褚
遂
良
、
顔
真

、
李
邕
、
虞
世
南
等
、
并

得
書
中
法
、
後
皆
自
変
其
体
、
以
伝
後
世
、
倶
得
垂
名
。」
と
あ
る
。

書
体
を
変
じ
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
名
声
を
得
ら
れ
る
。
前
人

の
遺
風
を
継
ぐ
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
新
た
な
表
現
を
加
え
る
こ

と
が
後
世
に
名
を
残
す
条
件
で
あ
る
。

（
17
）　

徐
浩
『
論
書
』（『
歴
代
書
法
論
文
選
』
二
七
五
頁

－

二
七
六
頁
）

（
18
）　

前
注（
17
）書
、『
歴
代
書
法
論
文
選
』
二
七
六
頁
）

（
19
）　
『
漢
渓
書
法
通
解
』
巻
八
「
書
譜
」

（
20
）　

張
懐
瓘
『
書
断
』
中
、「
阮
研
」
の
条
に
も
「
時
称
蕭
陶
等
各
得

右
軍
一
体
、
而
此
公
筋
力
最
優
。」
と
あ
る
。

（
21
）　

何
良
俊
『
四
友
斎
書
論
』（『
明
清
書
論
集
』
一
三
一
頁
）

（
22
）　

楊
賓
『
大
瓢
偶
筆
』
巻
八
「
偶
筆
識
余
」（『
歴
代
書
法
論
文
選
続

編
』
五
八
一
頁
）

（
23
）　

米
芾
『
宝
晋
英
光
集
』「
跋
顔
書
」（『
宝
晋
英
光
集
』
一
五
二
頁
）

（
24
）　

楊
慎
『
墨
池
璅
録
』
巻
二
（『
書
学
集
成
』
元
―
明
三
四
八
頁
）

（
25
）　
『
東
坡
題
跋
』「
書
唐
氏
六
家
書
後
」（『
中
国
書
論
大
系
』
第
四
巻

一
三
一
頁
）

（
26
）　
『
山
谷
論
書
』「
題
顔
魯
公
帖
」（『
中
国
書
論
大
系
』
第
四
巻
二
五

一
頁

－

二
五
二
頁
）

（
27
）　
『
画
禅
室
随
筆
』「
題
争
坐
位
帖
後
」（『
中
国
書
論
大
系
』
第
一
〇

巻
一
〇
四
頁
）


